
千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ 増加 ■ 横ばい □ 減少 □ かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する □ □ できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ □ できていない

□ さらに重点化する □ 現状のまま継続する ■ 見直しのうえ継続する

□ 事業の縮小を検討する □ 休止、廃止を検討する
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学習や交流の中から生きがいを発見できるような参加型の定期講座を、毎年違ったメ
ニューで開催している。継続受講が多く、生きがいづくりに貢献しているが、受講者の固
定化と減少傾向がみられ、新規受講者確保のための対策が必要である。

内部評価 Ｂ

総合計画の
主要施策名

生涯学習講座の充実

平成24年度決算

事業の
方向性

あまり寄与していない

実績・成果等
（数値）

平成25年度開催　　　６回　　述べ受講者数　４８９名　　実受講者数　132名
修了者　3８名　学士取得　７名　　修士取得　７名　　博士取得　３名

事
業
の
評
価

事　業　費
年度・区分

117 51

事業コード

外部評価 Ｂ 評価委員意見

部局評価のとおり
新規受講者を増やすために、町外研修の充
実、歴史的映像の鑑賞など魅力的な内容の
工夫を求める。

判定説明
及び考察

事業の効果等

平成25年度決算 平成26年度予算

金　　　額

優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

あまりできていない

あまりできていない

事業の目的
心身ともに元気で生きがいをもって暮らすために、楽しく仲間づくりができる学習や
交流の場の提供。

いきいき大学で年間通して６回中５回以上出席した方には「修了証」を授与してお
り、３８名の方が該当した。平成２５年度の学士取得者（２０単位以上）は７名、修士
取得者（３０単位以上）は７名だった。平成２５年度は、初めて博士（５０単位以上）が
３名誕生した。学びを通して、健康で豊かな高齢期を送るための一助となった。

事業の内容

189

平成２５年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 高齢者教育事業 担当課名

美郷いきいき大学の開催（年６回）

事業の対象 60歳以上の町民

生涯学習課

美郷町教育委員会
40


